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○小牧南遺跡の出土遺物を紹介します。

小牧南遺跡では縄文土器や石器、また古墳時代の土師器など多くの遺物が出土してい

ますが、その中から今回は縄文時代の石器を中心に紹介します。

○垂飾（すいしょく）と埋設土器
左の写真は「垂 飾」とよばれるもの

すいしよく

で、孔にひもを通して首飾りなどの装身
あな

具として使用されていたと考えられま

す。

材質などについては現在調査を進めて

います。

この垂 飾の注目点は縄文土器深鉢の
すいしよく

「埋設⼟器」の中から⾒つかったことで

す（写真２）。

埋設土器とは縄文時代に竪穴住居の屋

外に埋められた土器のことですが、深鉢

型のものについては死産した乳幼児の遺

体の埋葬に使われることもあったと考え

られています。

このように埋設土器の中から垂 飾が
すいしよく

⾒つかったという例は全国的にも⾮常に

めずらしいものです。

今後は深鉢の中の土（埋土）をふるい

にかけて⾻や⻭といった遺留物がないか

を調べたり、さらに詳細な分析を⾏う予

定です。

その中でリン脂質や脂肪酸といった成

分を分析することで、この深鉢が棺とし

て使われたもので、垂 飾についても埋
すいしよく

葬時の副葬品であるという可能性が出てきます。

また、この深鉢の形状の観察から、中の垂 飾も含めて縄⽂時代中期後葉、約４５００
すいしよく

年前のものと考えられます。

写真２：垂飾が出土したときの様子

写真１：小牧南遺跡出土の垂飾（すいしょく）




